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魔法の小枝 利根教育事務所 管理主監 木榑 一秀

体育科、運動領域、内容の体つくり運動に「体ほぐしの運動」が加えられた当時、この運動に関する研修会

が多く開催され例が示されましたが、その中の１つに「魔法の小枝」がありました。これは、２人組になって互い

の指の腹で長さ１５㎝くらいの小枝をはさみ、落とさないようにしながら、腕を上下に動かしたり、歩いたりするも

のでした。

研修後、５年生の体育で実践してみました。最初は、すぐに落としてしまう姿も見られましたが、しばらくする

と、指をかえたり、動いたりと変化をつけても上手に小枝を落とさずに動いていました。子どもたちに、「どんなふ

うにした？」と投げかけると、「Ａ君の押す強さと合わせた。」「Ｃ子さんの動く早さと同じくした。」「声を掛け合っ

て同じ早さで動いた。」など、自分や自分たちが工夫したことが多く発表されました。共通していたのは、相手を

意識したことや相手と合わせたことなど、相手を大切にしたことでした。１本の小枝が、子どもの心と体を結び、

互いを感じながら動きを作らせていました。

この授業で一番印象に残っているのは、子どもたちの笑顔です。枝を落とさずに上手にできたということもあ

るかと思いますが、互いに相手のことを考え協力して取り組んでいたことへの喜びもあったのではないかと思い

ます。

子どもたちの姿から感じたことを大切にし、目には見えない１本の小枝を感じながら仕事をしたいと思ってい

ます。

生涯学習係 先生方もステップアップを！～生涯学習係の研修会や講座にご参加下さい～

生涯学習係では、人権教育に関する参加体験型学習や家庭教育支援についてなど、学校の先生方の指導

にも生かせる様々な研修会や講座を実施しています。その中で、特に参加した先生方に好評をいただいた

「ぐんま県民ｶﾚｯｼﾞ｢ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ｣大学等出前講座」を紹介します。

生涯学習係では、今後も地域課題の解決に向けた研修会や講座を企画していきます。４月以降その都度、

開催案内等いたしますので、ぜひ、先生方もご参加下さい。

講座名：『発達障害を抱える人への理解と対応』 全３回（夜間：平成２８年９月２７日、１０月５日、１０月１１日）

講師：国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 診療部長 有賀道生先生

☆第１回「発達障害への理解」－発達障害を抱える人の感じ方、行動について、基本的な理解を図りました。

☆第２回「発達障害を抱える人への対応」－参加者同士が意見交流をして、対応の在り方について

考えました。

☆第３回「現実に抱える課題への理解」－発達障害を抱える人の社会生活上の課題について、理解

を深めました。 講師

○この講座を受けて、この子は「なぜ、暴れるのか」ではなく「どうしてほしいのか」と思うようになりました。少しでも子

どもの気持ちをわかってあげられるように取り組んでいます。

○発達障害の子と日々向き合ってきて、本当にこの対応でよいのかと思い悩んでいました。ところが、この講座を受

けて、迷いが吹っ切れました。今は、自分を肯定して、自信をもって子どもと向き合うことができます。

○この講座を受けて、どの子への接し方も共通していると感じました。子どもが、楽しく社会生活を送れることが、一

番大切であり、社会で生活するための基礎は周りの大人が支援していかなければならないと感じました。

講座内容の紹介

参加者の声

怒られることをわざとやっているわけではなく、｢わかってもらえない｣と悩んでいます。ストレスを感

じるのは人間関係だということは、我々と一緒です。ただ、悩みを抱えやすく解決しにくいのです。

その子の思いを推し量り、その気持ちにより添うことが重要です。

虐待の起こりやすい環境にあることや性に関すること等への配慮が必要です。
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学校教育係 「考え、議論する道徳」 授業改善のポイント

道徳教育
推進教師

「考え、議論する道徳」では、「体験的な学習」や「問題解決的な学習」の

工夫が注目されているようですが、どのような点に留意したらよいですか？

実感を伴って理解させたり、主体的に考えさせたりして、「自分なら

どうするか？」を捉えさせることが大事です。

道徳的な問題を自分自身のこととして捉えさせ、向き合わせていきたいと思います。

意地悪され
そうでこわ
かった。

学級担任

○中心発問

①発問 ②中心発問

追い返される前に
自分から戻りたい
気持ちになった。

「くまを見送っていたとき、

どんな気持ちだった？」

今回は、「自分との関わりで道徳的価値を捉え、深く考える」ための指導方法の工夫について紹介します。

中心発問場面で登場人物に自身を重ねて考えさせ、

道徳的価値について実感を伴って理解させる授業

中心発問場面で「自分ならどうするか」を理由とともに考えさせ、道徳的価値について互いの

感じ方・考え方を比べさせる授業

くまさんに優しくし

てもらってとてもう

れしかったな。

優しくされてと

っても心が温か

くなった。

「考え、議論する道徳」への質的転換として、道徳の時間の指導方法を一層工夫することが求められています。

「くまと出会ったとき、

どんな気持ちだった？」 橋
を
渡
ら
せ
て

も
ら
う

自分をおおかみに重ねることで、その子なりの言

葉で表現することができ、思いやりや親切な行為

のよさについて深く捉えることにつながります。

互いの感じ方・考え方を関わらせることで、

これまでの自分の姿を見つめさせることがで

き、きまりを守る難しさやきまりのよさにつ

いて深く考えさせることにつながります。

登場人物の心情理解のみに偏った形式的な授業

望ましいと思われる分かりきったことを言わせたり書かせたりする授業

「利根・沼田の教育」第２５号では、道徳の時間の発問の工夫について掲載していますので参考にしてください。

入園させる。女の子の気持ち
に応えたいし、お母さんにも
感謝されてるから。

生徒Ａ 生徒Ｂ

生徒Ｃ

発問を工夫して理由を尋ねたり、道徳的価値のよさを問い返し

たりして考えを深めないと、心情の読み取りに偏ってしまいます。

道徳の時間の課題例１

道徳の時間の課題例２ 多面的・多角的に考えさせずに一面的な見方

で価値を扱うと、特定の価値の押し付けになっ

てしまいます。

〈話合いの様子〉

もし自分が元さんだったらどうする？ 理由も付けて考えよう。」

あらすじ

「児童がおおかみ役になって、くま

役の教師に橋を渡らせてもらい、く

まを見送る場面を演じる」

生徒Ｄ

Ｃ－（１０）遵法精神、

ぼくもくまさんのように、
みんなにやさしくしていき
たい気もちになった。

児童

親切にしたい気持ちも分かるけど

きまりは全員が守らないと意味が

ないよ。

やっぱり一人の気持ちだけ
考えてきまりをゆるめると
大変なことになってしま
う。みんなのためにきまり
は大事だと思う。生徒Ａ

あらすじ
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資料「はしの上のおおかみ」

Ｂ－（６）親切、思いやり

「わたしたちの道徳

小学校１・２年」

＜改善例１ 「体験的な学習」を取り入れて＞

○役割演技

＜改善例２ 「問題解決的な学習」を取り入れて＞
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資料「二通の手紙」

「わたしたちの道徳 中学校」

公徳心

少しくらいならきまりを破っても大丈

夫では？ 優しさも大切だと思うよ。

入れない。きまりを破ると多くの人

に迷惑をかけることになるから。

「子どもたちにお願いされた場面で、


